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サイエンスアゴラ出展報告
応募のねらい

サイエンスアゴラとは？

主催者：独立行政法人科学技術振興機構（JST）

目 的：サイエンスコミュニケーション活動を

通してさまざまなセクションが交流

を図り、全体として活性化する

機会とする。

サイエンスアゴラ2014のテーマ：

あなたと創るこれからの科学と社会

専門知識がなかったり、知って
いる言葉の数が少ない子供た
ち相手に、分かりやすく説明す
る能力を身につける！！

・大学や研究機関
等の出展者同士
の交流

・各社3社の若手
同士の交流

認知度向上！！
・建設コンサルタント業
・国土総合研究機構
・低炭素ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技術
研究会

・3社（CTI、PCKK、NK）

サイエンスアゴラ出展報告
応募のねらい
出展する目的 低炭素を通して・・・

広報 ネットワーク作り

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力向上
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サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 模型 どこに置いたらいいかな・・・？

太陽光発電

風力発電

ダム⇒水力発電燃料電池

間伐

↓
バイオマス

サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 壁面ポスター
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サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 クイズラリー

最後までできたら・・・
お菓子とシールがもらえる

サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 リーフレットの配布（子供用）
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サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 リーフレットの配布（大人用）

サイエンスアゴラ出展報告
出展内容 アンケート実施（大人向け）

ノベルティ（ボールペン）

建設コンサルタント業界の
認知度等についてのアンケート

アンケート結果詳細は、後ほど・・・
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サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 当日の状況・・・大盛況！！

出展ブースへの来場者（2日間）

大人：約100名、子供：約150名

男
64%

女
36%

男
女

サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q1.性別
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サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q2.年齢層⇒30～40代が大半

10歳未満
2%

10代
8%

20代
20%

30代
17%

40代
38%

50代
11%

60代
1%

70代
2%

80代以上
1%

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q3.建設コンサルタントという仕事を

ご存知ですか？

⇒66％がNOと回答
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サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q4. Q3YESと回答した方の知ったきっかけは？

⇒家族・友人やTV・新聞、大学、就職活動中等、

様々であり、とくにどのきっかけが多いという

ことはない。

サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q5.今回知ってどんな印象を受けたか？
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とても思

う
9%

思う
36%

どちらで

も良い
41%

思わない
2%

全く思わ

ない
1%

その他
11%

とても思う

思う

どちらでも良い

思わない

全く思わない

その他

サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

その他

⇒子供の自由を尊重、もっと知ってから考えたい、分からない
etc．．．

Q6.お子様に将来建設コンサルタントを薦めたいと思いますか？

とても必

要なこと

だ

58%

必要なこ

とだ
41%

とても必要な

ことだ

必要なことだ

認知されない

方がよい

サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q7.建設コンサルタントが広く世の中に認知されることについて
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サイエンスアゴラ出展報告
出展成果 アンケート（109名）の結果報告

Q8.意見・感想（抜粋）

とてもよくわかった

みなさんがデザインされたところの工夫を紹介するとわかりやすい。

認知度の上がることで、社会からフィードバックが得られると思うの
で、今回のようなイベント等への出展は有意義だと思います。

なかなか社会から見えにくい部分のお仕事だと思うので、
うまく広報していく必要があると思う。

小中高等で、出前講義したら認知されるのでは。

建設コンサルタントだけでなく、ほかの分野とも融合すると
結果的に社会と結びつきやすいと思う。

行政にダメなものはダメ、無意味なものは無意味といってもらえる
会社が増えてもらいたい etc・・・

サイエンスアゴラ出展報告

■子ども世代が低炭素のまちを身近に感じてもらう
きっかけをつくる。

■子どもたちの考える低炭素のまちを理解する。

■将来を担う子どもたちに建設コンサルタント業をより多く
知ってもらう。

■建設コンサルタント（ＣＴＩ、ＮＫ、ＰＣＫＫ）の若手と社会の
交流の場となるため、今後の繋がりを持つことができる。

目指す成果（2014年9月企画案より）

◎大人◎学生◎子供◎

CTI7名、NK5名、PCKK5名

◎実際に体験してもらえた◎

◎親子で、私たちと◎

参加を終えて
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サイエンスアゴラ出展報告

皆様 どうもありがとうございました！

1日目 2日目


